
　2月11日（日）公益財団法人向日市
埋蔵文化財センター主催の史跡めぐり
『隠れた名所を探して』に参加させて
いただきました。
　スタート地点である阪急線の東向日
駅では開始時間の30分前から少しず
つ人が集まり開始直前には多くの人が
集い、今回のスタンプラリー参加者は
計200人を超えました。
　スタート地点周辺では、初めて知り
合った方たちがこの企画を通して史跡
の話しで盛り上がって行動を共にする
グループもいれば、自転車で参加し単
独で行動している方もいました。
　チェックポイントは4ヵ所あり、そ
れぞれ歴史的建造物や過去に集落地帯

だった場所です。そ
の中でも石田遺跡や
鶏
か い で
冠井遺跡があった
とされるチェックポ
イント付近の歴史文
化交流センター（市
民体育館）では、多

くの文化遺産が展示されておりスタン
プラリー参加者達が大勢立ち寄ってい
かれました。

　また、館内に設置されていたタッチ
パネル式の大きな液晶テレビは文化遺
跡の知識が少ない初心者の私でも解り
やすく歴史が学べるようになっていて
とても興味が沸きました。

　ゴール地点では現在地情報を元に、
以前の建造物が画面を通して見られる

スマートフォンのアプリが利用でき、
スマートフォンを横向けにして何も無
い場所でくるくると体を回転させてい
る方がちらほらと見受けられ、雪が
降っているのにとても暖かく感じまし
た。

　最後に記念品としてポスターとタオ
ルを頂きました。
　この企画を通して私は、単純に『ス
タンプをもらって歩く』ものではなく
同じ興味を抱いたもの同士の繋がりを
大事にしていける貴重なラリーだと実
感しました。
　是非行ってみてください。もう一度
参加したくなる有意義な一日でした。
� （TS）
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▶▶今月の主な記事
史跡めぐり！ 事業部便り 業界情報 木津川マラソンから礼状／
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室内装飾仕上 クロス、表装、床施工、ダイノックシートガラスフィルム、障子張り、カーテン
ブラインド、キッチンパネル施工

畳・ふすま・インテリア畳・ふすま・インテリア

土木工事関係

建築工事関係

鉄・アルミ･ステンレス・耐候性鋼材まで幅広く取り扱っております。
金属に関することなら何でもお気軽にご相談ください。
また、通販にてアルミ庇・アイデア商品等多数販売しております。
まずは当社ホームページをご覧ください。

株　式　会　社 三　 田
京都府久世郡久御山町野村村東147-2
TEL（075）631-7833　FAX（075）631-7857

http://www.mita036.com
mita036 検索

株　式　会　社 三　 田
京都府久世郡久御山町野村村東147-2
TEL（075）631-7833　FAX（075）631-7857

http://www.mita036.com
mita036 検索

学校での防災に備えて 建設工事課

　先日、向日市の高等学校に「避難器具」
の設置工事・納品を組合員さんにして
いただきました。引渡し前の「消防検査」
についてレポートします。
　使用耐用年数の超えた器具を順次更
新していく中
で、今回は「斜
降式救助袋　
19m：4階用」
×1基と「垂
直式救助袋　
10m：3階用」
×1基を交換
しました。斜
降式は滑り台

状にした布袋内を滑り降りる器具で、
垂直式は垂直に垂らした布袋内を内部
のらせん状の形状に沿って減速しなが
ら降下する器具です。
　規定通りに施工されているか消防署
員のチェック後、隊員が実際に降下し
ます。何の躊躇もなく手すりのステッ
プを踏み越えて、穴の中に飛び込んで
行きます。それに続く副校長先生は緊
張した面持ちで穴に消えて行きました。
後で先生に感想を伺ったところ、斜降
式は滑って行く先が目視できて安心だ
が、垂直式は行く先が見えず、不安だ
とのことでした。
　実際に火事が発生して退路を塞が

れ、この器具
で地上に避難
するには、訓
練による熟度
が必要不可欠
だと思いまし
た。仏作って
魂入れずにな
らないよう
に。
　この学校からは本工事の後、各所修
繕の引き合いをいただいております。
　施工・納品などご協力よろしくお願
い致します。

事業部便り

斜降式救助袋　19m

垂直式救助袋　10m

コードレスインパクトドライバーを 
特別価格にてご提供 機材リース課

　3月の重点として以下の商品を販売しています。

メーカー：HITACHI
形　　名：WH18DDL2
スペック：18V　6.0Ah
付 属 品：蓄電池・充電器・ケース
希望小売価格：￥74,088（税込）
対象カラー：�ストロングブラック／�

�パワフルレッド

　マキタのインパクトドライバーも取扱いしており
ますので、お気軽にお問合せください。

大特価
インパクトドライバー

（ストロングブラック）
現品1台限り
※展示品のため少々キズあり
税込 ￥35,000

特 価
インパクトドライバー

（ストロングブラック／パワフルレッド）
税込 ￥39,000
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残業・休日出勤に関する届出されてますか？ 
洛南事務所

　建設現場での残業時間については原
則として制限がありません。しかし、残
業や休日出勤をするにあたっては

①延長することのできる時間の上限
②�残業、休日出勤しなければならない
特別な事情

③休日出勤をすることのできる回数
④割増賃金率

等々について記載した書面（36協定）を
労働基準監督署へと提出することが義
務付けられています。
　違反すると『6か月以下の懲役または

100万円以下の罰金』が科せられること
があります。残業時間の上限が見直さ
れている中、注目される分野となってい
ます。社員様をお雇いの事業所様は36
協定が提出されているか、提出されて
いる協定書が有効期限内のものかどう
かもう一度ご確認ください。

賦課金のお支払い方法について
　賦課金は月々5,000円です。通常は3ヶ月に一度15,000円をご請求しております。それ以外にも「年払い」や「口座引落」
というお支払い方法もあります。
　「年払い」は、毎年5月に60,000円を一括請求させていただきます。「口座引落」については、京都銀行・京都中央信用
金庫・京都信用金庫の3銀行の口座のみ、受付をしております。年払いや口座引落などは振込手続きなどの負担も軽減さ
れますので、ぜひともご一考ください。詳しくは組合組織部までお問合せください。

組織部　Tel：075-382-1021　Fax：075-394-3201

新入職員紹介 お手伝い雑記帳
　協同組合での経験や組合員さんとの交流を生かして、新しい職場ではいろ
いろな仕事を手がけることができた。年寄り中心の文化財の発掘事業には暑
さ対策などで失敗したものの、細かな大工工事的なことや、少し大きめの仕
事は組合員さんにお力をお貸し頂いて、何とか乗り切ってきた。
　例えば、単管でのフェンス工事の注文がままある。最初は台風で倒れたフェ
ンスを直してくれというものだったが、せっかく依頼された仕事を断わるわ
けにもいかず、組合で仕入れたインパクトドライバなどを手に、慣れない年
配者とともに作業した。できばえは、まあまあだった。
　別の現場では、工事のやり方を足場専門の組合員さんに尋ねに行ったり、
旧来の組合員さんから必要な工具をお借りしたこともあった。腕前もだいぶ
上達した気がする。
　最近は、電気や塗装、防水、木工事などの注文が増えたが、その度に、組
合員さんに仕事のお願いをしている。やはり、組合は頼りになるものだ。（み）

投稿コーナー

名　前：土
つちや
屋　秀

しゅうや
弥

年　齢：27
趣　味：映画鑑賞
前　職：接客業
所　属：組織部
　このたび、ご縁があり当組合に入組
致しました土屋秀弥です。
　今までPCを扱う職業に就いたこと
がなく不安を感じる反面、新しい自分
を見つけられるのではないかという期
待感もあり今は毎日が新鮮で時間が早
く過ぎていきます。
　一つひとつ確実に出来ることをふや
し日々努力致します。
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法律Ｑ＆Ａ  建物明け渡しと立退料

�Q 　親の代から貸している家屋があり
ます。床面積100㎡に満たない一般
的な住居です。建物の老朽化で危険に
なりつつあるため、明け渡しを求めた
いと思っています。借主側の管理に不
備があり、老朽化を早めた原因のひと
つだと思っています。立退料の支払い
は必要でしょうか。

�A 　家主からの明け渡し請求が認めら
れるためには、借地借家法が定める「正
当事由」が必要です。裁判を念頭に置
いた場合、建物の老朽化の程度は正当

事由を判断する一つの要素ですが、そ
れだけではなく、改修工事の困難性や
経済的合理性、家主側の明け渡しを必
要とする事情、借家人の賃借し続ける
ことについての必要性、それに家主が
支払う立退料の額などを総合的に考慮
して判断されることになります。
　立退料の基準については、明確な基
準は見出しがたく、諸事情を総合的に
考慮して決める、というのが裁判実務
の実情です。しかし、老朽化のみを理
由とした明渡請求で、ごく普通の一般
的な住宅であれば、100万円から

500万円程度の間での解決が図られ
ていると思われます。
　また、本件では、借主側の管理の不
備があるようですから、それが老朽化
の要因となっている場合には立退料を
低額方向に向ける一つの事情となると
考えられます。とはいえ、裁判を起こ
して判決に持ち込むまでには時間を要
します。事前の話し合いで解決するこ
とが望ましいですが、貸主側にはある
程度の負担をする覚悟が必要です。
� （ 京都第一法律事務所 ）� 弁護士　藤井　豊

毎月第一水曜日
無料法律相談

建設協組の組合員さん、ご家族のご相談は初回無料です。
毎週木曜日10時～12時、1時～3時まで電話無料相談もあります。

毎月第一水曜日 午後1時半～4時まで組合本部にて出張法律相談実施中（相談無料）

0120－555－262無料電話
相談

業界情報
事業承継、企業の69.9％が 

「経営上の問題」と認識
　事業承継について、どのように考えているか尋ねたとこ
ろ、「経営上の問題のひとつと認識している」と回答した
企業は54.1％と半数を超え、最も高い割合となった。また、
「最優先の経営上の問題と認識している」は15.8％だった。
他方、「経営上の問題として認識していない」（19.6％）は2
割以下にとどまり、企業の69.9％が事業承継を経営上の
問題として考えていることが明らかとなった。「分からな
い」は10.5％だった。
　企業の意見では、事業承継に関して、「運転資金の借入
に対しての個人保証が一番の問題（小売）」「事業承継につい

ては、自社株など難しい問題
がありすぎて、具体的に手を
付けられない（建設）」など中
小企業における難しさが指摘
された。
　また、後継者がいない場合
には、廃業を選択肢に加える
ことが避けられない状況とな
る。「会社の存続について、地域経済全体の課題として考
えるべきで経営者だけのものではない（製造）」の意見に見
られるように、個別企業の問題として捉えるのではなく、
地域経済全体の課題として考えるという視点も欠かせない
であろう。� （『週刊帝国ニュース京滋版』1月29日付）

京町家保全重点取組地区など、 
指定基準検討へ―京都市
　京都市は、京町家の保全及び継承に関する条例に掲げた
「京町家保全重点取組地区」の指定基準などを10月までを
目標にとりまとめる。
　条例では、京町家が集積し趣のある町並みまたは個性豊

かで洗練された生活文化の保全及び継承を図る上で特に重
要な地域を「京町家保全重点取組地区」に指定。また特に
重要な京町家を「重要京町家」に指定する。
　重要京町家と京町家保全重点取組地区に立地する京町家
については、解体着手日の1年前までに市への届出が必要と
なる。指定基準などを検討する京町家保全・継承審議会の初
会合が2月13日に開かれた。（『建設経済新聞』2月15日付）
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労基協の技能講習
�●特定化学物質及び四アルキル鉛等作
業主任者技能講習
日程：3月13日（火）・14日（水）／会場：
京都中小企業会館／受講料：8,000円
（税抜）、テキスト代1,800円（税抜）

�●ガス溶接技能講習
日程：〔学科〕3月9日（金）〔実技〕10
日（土）／会場：〔学科〕京都府中小企
業会館〔実技〕京都職業能力開発促進
センター／受講料：9,500円（税抜）、
テキスト代800円（税抜）

【問合せ・申込み】
（公社）京都労働基準協会
Tel.075-321-2731
※連合会のホームページ
　http://www.kyoukiren.or.jp
※�受講申込者が少人数の場合は中止に
なることがありますのでご了承くだ
さい。

建災防の各種講習
�●石綿作業主任者
日程：3月8日（木）・9日（金）／会場：
京都建設会館別館／受講料：12,850円
�●高所作業車（10m以上）
日程：3月14日（水）・15日（木）／会場：
京都建設会館別館／受講料：37,850円

【問合せ・申込み】
建設業労働災害防止協会京都府支部
〒604-0944　京都市中京区押小路
通柳馬場東入　京都建設会館別館内
Tel.075-231-6587
Fax.075-251-0058

受付時間：��午前9時～
午後5時

※�ホームページから講
習予定、申込書が取
り出せます。
　http://kensaibo-kyoto.jp/

昨年の住宅着工　３年ぶりに減少 
貸家着工が減速
　国土交通省の建築着工統計調査報告によると、29年（1
～ 12月）の新設住宅着工戸数は前年比0.3％減の96万
4641戸と3年ぶりに減少した。好調を持続していた貸家
着工の減速が影響し、着工戸数全体が減少に転じた。
　新設住宅着工戸数を利用関係別で見ると、持ち家が2.7％
減の28万4283戸で前年の増加から再びの減少。貸家は
0.2％増の41万9397戸で6年連続の増加だが、29年6
月以降7ヶ月連続で前年同月の着工戸数を下回った。
　地域別では、近畿圏が2.1％減の13万8669戸。宿泊業
の着工床面積は43.6％増の279万㎡で、大阪府、東京都、
京都府、沖縄県、北海道の順に着工床面積が大きい。
� （『建設経済新聞』2月5日付）

八幡市防火推進連絡会の 
記念誌に広告掲載
　八幡市防火推進連絡会（尾形良治会長）がこのほど創立
40周年を迎え記念誌を発行しましたが、当組合もA4－1
ページの広告を掲載しました
（写真）。同連絡会は昭和52年
4月に、市内に所在する事業主
に自主積極的な火災予防の普及
徹底と無火災の実を挙げるため
必要な事業を推進することを目
的に発足。防火管理者部会・危
険物部会・LPG部会・消防設備
電気部会にわかれて、八幡市内
の防火防災に努めています。

業界情報



建設協組news Light　　 2018.3₇

組合日誌
 本部
2/22� 三役会議
2/27� 定例理事会

 支部
1/26� 新京（役）
2/5� 洛中（役）
2/10� JIC（役）
2/15� 右京（役）
2/16� 新京（役）
2/23� 新桂川（役）

編集後記
　今年の2月1日から入社して一カ月
が過ぎ、初めて建設協組news�Light
の編集業務に携われるようになりまし
た。組合員様や職員の一人ひとりの考
えや思いを記事にしていき3月号がよ
うやく完成致しました。
　正直、編集作業など初めての経験で
とても大変でした。ただこれからも機
関紙の編集業務をしていきたいと思え
る遣

や
り甲斐を見つけることができまし

た。それは機関紙が一人ひとりのお声
を他の組合員様に届けることのできる
重要な役割を担っているからです。
　機関紙はほぼ全ての組合員様にお届
けしています。この機関紙を通じて組
合員様同士の繋がりをもっともっと築
けていけたらいいなと感じています。
� （土屋�秀弥）

組　織　部 soshiki@zenkyoto.jp
建設工事事業部 koji@zenkyoto.jp
機材リース kizai@zenkyoto.jp
（総　　務） soumu@zenkyoto.jp
洛南事務所 raknan@zenkyoto.jp

年度末にあたって
　専務に就任して9カ月。しかし、9カ月はあっという間に過ぎました。職
員の働きで、業績は着実に伸びてきています。褒めてやっていただきたい。
　組合の職員はみんな働き者です。朝早くから夜遅くまで働いています。有
給休暇がきちんと取れていない人もいるようですが、休みを取って、できる
だけ家族との時間を大切にしてほしいものです。やはり家族が一番の支えで
す。
　組合のあり方も変わろうとしています。組合員のための組合をどういう形
で存続させていくのか、はたまた、新しい形の組合をどう構築してゆくのか、
組合の将来像について議論しなくてはいけません。
　「会社の成長は社員のモチベーションで決まる」と誰かが書いていました。
これからは業務の「見える化」を推進していきたいと思っています。その業
務を複数の職員が担当してゆく。そしていつでも交代できるところまでスキ
ルアップしたいと思います。そうすれば、誰もが休暇もとりやすくなるでしょ
うし、福利厚生にも通じることになると思います。モチベーションも維持で
きます。それが次代へと継承されてゆけば、誰かがいなくなってもあわてる
ことなく繋がってゆける。それは危機管理にも通じると思うからです。
　新人が去年に2名、今年になって1名加わりました。まだ研修中の者もお
りますが、新しい戦力として、必ず機能してくれると思います。組合の雰囲
気も変わるでしょう。組合員のみなさん、組合に遊びに来て下さい。皆さん
のご指導、ご鞭撻をよろしくお願いいたします。お茶orコーヒーくらいは
お出しいたします。� （前川　充）2018年2月13日

投稿コーナー

「木津川マラソン」から礼状
　4千人近くが参加した「第35回京
都木津川マラソン」が2月4日（日）、
京田辺市草内木津川運動公園をスター
ト・ゴール地点として行われましたが、
同大会実行委員会から、大会資料とと
もに礼状が当組合に届けられました。
組合は以前から、発電機やストーブと
いった大会に必要な備品を手配するな
ど係わってきました。
　この大会は、東日本大震災復興支援
をテーマに、国土交通省、地元市町村
などが後援しており、「制限時間のな

いマラソン」
として多くの
ランナーに親
しまれていま
す。また大会
実行委員会で
は集まった支
援金を、東日
本大震災の避
難者らへの支
援として使うことにしており、大会へ
の協力に謝意を表しています。



建設協組news Light　　 2018.3₈

デイトラ土木


